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広報かには再生紙を使用しています。 
大豆油インキで印刷されています。 

市の人口　102,433人（男／50,831人　女／51,602人）　世帯数　38,349世帯（７月１日現在）
　　　　　　（前月より167人減・50世帯減、昨年同月より859人減・40世帯増）
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表紙の人
　田口公

こうへい

平さん
　（アーラ　音楽ロフトにて）

　夏の風物詩として、日本三大盆踊りの一つに数えら
れる阿波おどり。二拍子を刻むにぎやかな鐘や三味線、
太鼓の音と勇壮な踊りの様子が浮かんできます。
　腰を落として豪快な男踊りを披露する田口さんは、
「連」と呼ばれる阿波おどりのグループ、「若あゆ連」
の連長。先導を務めながら、彼に続く仲間をまとめま
す。「ヤットサー」と号令を掛けると、後ろから返って
くる「ヤットヤット」の掛け声。「その一体感がたまら
ない」と、日に焼けた顔から笑みがこぼれます。
　「若あゆ連」が結成されたのは８年前。市内の仲間が
仲間を呼び、今では40人を超えるほどの連が出来上が
りました。月に３回姫治公民館を練習の場として、み
んなで踊りの技を磨いています。
　季節を問わず、市内各所で開かれるイベントに参加
しつつ、福祉施設への慰問にも出掛けます。「手をたた
いて喜んで下さる観衆の皆さんの笑顔が最高」と、次
の本番に向け練習にも一層熱が入ります。


